

































































































































































































②た Y詮ずるところは r唯信齢、j.『後世物語』.u自力他力J, この翻文どもをよく
皇室数三書写から見た親言語の伝送 153 
























































b, 1257 （正嘉 1）年8月 Cl恵空写伝本Jなどより）
⑤『唯信室長、文意』
a, 1257 （藤元2）年 1月九1日本J（真皇室・専修寺議本）



























































































































































・本願寺史料研究所・編『本頗寺史 1j （浄土真宗本願寺派， 1961年）
・「現存聖教目録J（『真宗史料集成lj 1983年）
－石田充之，他「解題」 er真宗史料集成1j 1983年）
・潟悶孝昭「西本願寺本 F数行信託文類』成立考」 er帯広大谷短期大学紀要j3号， 1965年）
→潟悶論文
・8下無倫「教行｛言誌について」 er真宗史の研究J1975年）→日下論文
・｛主回智晃「教行信託拝読の沿革及研究の用意に就て」 er無尽灯j217号， 1914年〉→住罰論
文
・高山秀樹「法然と親驚の文書伝送」 er宗教研究j323号， 2000年）→高山a論文
・高山秀樹「＜親驚の伝道＞研究ノートJer真宗研究会紀要j32号， 2000年〉→高山b論文
・禿氏祐祥「真宗書史学J（『宗学院論輯j11緒， 1932年）
・藤島達朗 f教行信託の書誌Jer国宝顕浄土真実教行証文類影印本解説j1956年）→藤烏論
文
・藤原幸章 f親繁愛人撰述解題Jer親驚護人の数学と獲史』 1961年）→藤原論文
・宮絡闘遊「綴鷲護人書誌Jer宮縮図遊著作集6J 1988年）→宮椅論文
